
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2025 年 12 月  

9月、黄柳野高校では学園祭があります。学園祭では学びの発表を行いますが、それを機にこの時期は上半期の学びのまとめもします。そこで大切にしているの

は自らの思い。自然の中で思い切り遊び、命と出会い、感じる経験をしてきた彼らの心には様々な思いが巡っていると思います。この期間はその思いを巡らせ

て、自分の中で何が大切か…と考え、改めて気づけるキッカケを持てるようにしています。その取り組みをすることで、彼らは自らの思いと向き合い、実体験か

ら感じたことを反芻し、本当に大切なことを見つけていけるように思います。今回はその取り組みと彼らの思いを報告したいと思います。 

まずは５つのグループに分かれて、グループ毎に「川柳」

などを作りました。グループはテーマ毎です。「グレート

アース」といえば…というお題から皆が思い浮かべるグレ

ートアースを語ってもらい、５つのテーマが誕生しました。 

・食    ・思い（過去）  ・思い（未来） 

・自然       ・変人会 

という５つです。グレートアースの活動をしていて、大切

だなと思ったことがテーマとなり、各々が自分が語りたい

チームに属して川柳などを作りました。このページではそ

の内容を報告します。 

グループの川柳づくりにて・・・「変人会」が誕生！ 

高校生たちにとって、今までは「変人」というとあまり

良い印象がなかったようですが、グレートアースで学

ぶ中で彼らの心は大きく変化していたのです。変人は

何かに一生懸命になれる人のこと。熱意を持って、その

物事に向かっていける人のことを意味しています。そ

れは、生きるためのエネルギー源であり、時に新しい発

見をしたり、人と違うものを見つけてくれたりします。

そして、グレートアースの中ではそれらを共有し、楽し

さや学びの中の気づきに繋がっています。 

好きなことを貫くことは、時にわがままに見えたり、独

りよがりに見えたりしますが、実はその内容は新たな

世界の発見に繋がることがあるのです。人とちょっと

違う視点や考えを持つのは勇気がいることでもありま

す。でも、そんな自分のちょっと変なところが実はとて

も価値のあることだと、グレートアースでは伝えてい

ます。あなたのそのままが素晴らしいと伝えています。 

そんな中で学んでいたメンバーが発足したのが「変人

会」でした。誰しも心の中には人と違う、ちょっと「変」

があるのではないでしょうか。それは悪いことではな

く、実は大切にしたい個性であり、それを認め合いあい

があるのではないでしょうか。それは悪いことではな

く、実は大切にしたい個性であり、それを認め合いなが

ら生きていきたい。 

グレートアースの中ではそんな願いがあります。変人

会の発足は他のチームも大喜び。学園祭の発表の順番

を決める時には変人会の詩がグレートアースの魅力を

一番わかりやすく伝えてくれている…ということで全

員で話し合った結果、５グループの最後に発表するこ

とになりました。 

学園祭当日の変人会発表後は、グレートアースを象徴

する歌へと続いていきます。彼らは自分の「変」を自信

を持って語りたい！と言って発表をしてくれました。

自分自身の魅力に気づける機会になってくれたかなと

思いました。「自分って結構、良いな」と思える心を持

った時、大変な出来事に出会っても乗り越える力にな

ると思います。「グレートアースの中では「変人会」の

発足をキッカケに、大切なことを確認できる機会にな

ったと思います。「変人会」最高のチームができたと思

います。 

僕は、クライミングの変人です。 

僕は、きのこの変人だ！ 

人間は全員何かの変人だ！恥じる

ことない好きを貫け！ 

僕たちは です。この 1学

期は僕たちは畑で耕した畑に「おそま」を入

れました。そしたら…な、な、なんと！大き

くなっちゃったぜ！じゃがいも美味しすぎ

て、生きる～！僕たちは、このような楽しい

…から命の大切さについて考えることもして

います。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

私たちのグループは をテーマにした

グループです。グレートアースで学んだ自然の力

や人の想いを未来に繋げていくのは私たちだとい

う思いを込めてつくりました。 

学生のうちに経験できる時間は限られてるからこ

そ沢山の想いに出会って未来の自分たちを見つけ

て欲しいです。 

このチームは「GEって大切な思いがたくさん詰まっているよね」ということで作られたチームです。他の

３チームはチームが作られると早速「川柳」づくりにとりかかりましたが、このチームは違いました。「思

い」ってチームだけど、「どんな思い？」「何を伝えたい？」と話し合いが始まります。話していくうち

に、伝えたいことが絞られてきました。それが「命」についてです。 

戦争・平和・環境などを学ぶ中でたくさんの命に触れてきたメンバー。そのことについて語りたい！とな

ったのです。しかし！それだけでは話し合いが終わりませんでした。「命」について何を語る？と続いた

のです。ＧＥでは沖縄戦、太平洋戦争、広島・長崎の原爆投下、アイヌ民族の歴史、リニア新幹線工事な

ど社会と向き合い、命と向き合う学びを続けてきました。彼らはそこで、真摯に命に向き合ってきました。 

何があったのか、何故あったのか、どうしたら命が大切にされるのか…考える時間でした。 

そんな学びを経て結成された「思い」チームでは、過去の命のあり方を学び、感じたことを未来に繋げて

いくというテーマで語りたい…となったのです。話し合いは続きます。 

 丁寧に話し合う時間は自分の思いを伝え、相手の思いを聞き、考える時間です。「自分はこう思ったよ」

「あなたはどう？」と話していきます。それは仲間と大切なことを見つけながら進んでいく時間です。話

していくうちに新たな気づきを実感していくメンバー。「なるほど、そう感じたのか」「よし！こうしよ

う！」と川柳づくりは進みます。彼らは取組から話し合いの大切さ、自分や仲間の思いを大切にすること

が、より良い道をみつけることに気づいていったのです。川柳づくりの道のりに紆余曲折あったからこそ、

自治の大切さ、個や集団の大切さを感じられたのではないでしょうか。それを証明するかのように、後に

作った個人の川柳にその内容を表現している生徒がいます。自分の思い、相手の思いに心を寄せています。

「思い」チームに属していた生徒が個人で作った川柳も是非、お読みください。 

 

ひとりひとりが大切に

される社会は、ひとり

ひとりの思いに心を寄

せること。 

自分とは違うこと

を認めあえる社会、

それが本当の平和

に繋がる。日々の学

びからそれを感じ

る高校生たち。 

悲しみを知り、希望

ある未来を目指し、

決意を語ります。 

広島の原爆で生き残り、命

を紡いだアオギリの木に

思いを込めて… 



 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



編
集
後
記
（
さ
） 

今
号
作
成
中
に
岐
阜
県
瑞
浪
市
大

湫
町
を
訪
問
し
ま
し
た
。
リ
ニ
ア

ト
ン
ネ
ル
工
事
で
大
切
な
井
戸
が

涸
れ
た
地
域
で
す
。
そ
こ
で
地
域

の
方
の
温
か
さ
や
思
い
に
触
れ
ま

し
た
。
人
の
温
度
を
感
じ
る
時
間
。

一
緒
に
な
っ
て
悲
し
ん
だ
り
、
笑

っ
た
り
す
る
時
間
。
人
の
思
い
、

命
の
重
み
は
実
際
に
肌
で
感
じ
る

毎
に
重
み
を
増
し
ま
す
。
そ
れ
が

Ｇ
Ｅ
の
学
び
で
す
。
こ
の
詳
細
は

次
号
で
お
伝
え
し
ま
す
。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

グ
レ
ー
ト
ア
ー
ス
が
誕
生
し
て
十
一
年
目
を

迎
え
る
今
年
度
。
こ
の
場
を
か
り
て
グ
レ
ー

ト
ア
ー
ス
の
学
び
が
高
校
生
た
ち
に
何
を
残

し
て
い
る
の
か
、
書
い
て
お
き
た
い
と
思
い

ま
す
。 

十
一
年
前
の
誕
生
か
ら
数
年
は
年
間
数
回
の

単
発
で
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
活
動
が
中
心
だ
っ

た
グ
レ
ー
ト
ア
ー
ス
。
自
ら
の
感
性
を
研
ぎ

澄
ま
し
、
自
然
の
中
で
遊
び
尽
く
し
、
五
感
全

て
で
自
然
を
感
じ
る
体
験
。
そ
れ
が
最
大
の

テ
ー
マ
で
し
た
。
そ
れ
は
今
で
も
一
番
大
切

に
し
て
い
る
こ
と
で
す
。 

そ
こ
か
ら
数
年
経
ち
、
五
年
前
に
総
合
探
究

と
い
う
形
で
毎
週
四
時
間
の
継
続
し
た
講
座

と
し
て
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し
ま
し
た
。（
単
発
も

行
っ
て
い
る
） 

「
心
を
育
て
る
」 

そ
こ
で
一
番
大
切
に
し
て
い
る
こ
と
は
「
心

を
育
て
る
」
こ
と
。
当
然
、
自
然
の
中
で
実
体

験
を
す
る
こ
と
は
一
番
大
切
で
す
。
し
か
し

心
を
育
て
る
と
い
う
の
は
、
体
験
し
て
終
わ

り
…
と
い
う
状
態
で
は
深
ま
ら
な
い
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
そ
こ
を
継
続
し
た
講
座
と
し
て

丁
寧
に
行
う
こ
と
に
し
た
の
で
す
。 

「
命
の
学
び
」 

も
う
一
つ
の
軸
は
「
命
の
学
び
」
で
す
。
地
球

の
生
き
る
命
に
出
会
う
こ
と
、
命
に
思
い
を

寄
せ
る
時
間
を
作
っ
て
い
ま
す
。
命
と
は
自

然
の
中
で
生
き
る
命
も
そ
う
で
あ
り
、
人
の

命
に
つ
い
て
も
学
び
ま
す
。
社
会
情
勢
と
向

き
合
う
こ
と
も
そ
う
で
す
。
戦
争
・
平
和
・
差

別
・
文
化
を
通
し
て
命
と
向
き
合
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
学
び
も
現
場
に
足
を
運
ぶ
こ
と
を
大

切
に
し
て
い
ま
す
。 

「
体
験
し
、
思
い
を
深
め
る
」 

そ
し
て
体
験
し
、
学
ん
だ
こ
と
を
自
ら
の
心

で
反
芻
し
、
思
い
を
巡
ら
せ
る
…
こ
の
時
間

が
あ
る
こ
と
で
自
分
が
感
じ
た
こ
と
に
ど
ん

な
価
値
が
あ
る
の
か
、
大
切
に
し
た
い
こ
と

は
何
な
の
か
、
各
々
が
気
づ
く
こ
と
が
増
え

ま
し
た
。 

「
あ
の
時
、
心
が
躍
っ
た
の
は
そ
う
い
う
こ

と
だ
っ
た
の
か
」 

「
あ
の
体
験
の
背
景
に
は
そ
ん
な
こ
と
が
あ

っ
た
ん
だ
な
…
」
な
ど
、
事
実
や
自
分
の
思

い
、
仲
間
の
思
い
な
ど
、
気
づ
き
は
様
々
で

す
。
彼
ら
の
気
づ
く
様
子
を
見
て
い
る
と
、
共

通
し
て
思
う
の
は
実
体
験
か
ら
感
じ
る
重
み

で
す
。 

五
感
や
自
ら
の
全
て
を
使
っ
て
体
験
し
て
き

た
こ
と
は
、
頭
の
中
で
想
像
す
る
以
上
の
学

び
が
あ
り
、
説
得
力
が
あ
り
ま
す
。
触
っ
た
時

の
感
触
、
食
べ
た
時
の
味
、
体
感
、
聞
こ
え
る

音
…
な
ど
自
身
が
震
え
た
経
験
は
刻
ま
れ
ま

す
。 

人
と
会
う
と
い
う
こ
と
も
同
じ
で
す
。
相
手

の
思
い
を
直
接
聞
き
、
そ
の
人
の
人
間
性
に

触
れ
、
仲
良
し
に
な
っ
た
り
す
る
経
験
は
現

代
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
は
味
わ
え
な
い
温
度
が

あ
り
ま
す
。 

そ
う
い
っ
た
経
験
が
あ
る
彼
ら
の
心
は
震

え
、
想
像
す
る
力
が
つ
い
て
く
る
の
で
す
。 

「
気
づ
き
へ
」 

一
年
生
か
ら
グ
レ
ー
ト
ア
ー
ス
に
参
加
し
続

け
、
前
述
し
た
よ
う
な
経
験
を
た
く
さ
ん
し

て
い
る
生
徒
が
い
ま
し
た
。
最
初
は
体
験
す

る
こ
と
で
心
が
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
生
徒
で
し

た
が
、
活
動
中
・
事
後
な
ど
彼
と
思
っ
た
こ
と

を
語
り
合
う
こ
と
を
大
切
に
し
て
き
ま
し

た
。
最
初
は
「
な
ん
て
言
っ
た
ら
い
い
の
か
わ

か
ら
な
い
な
ぁ
」
と
よ
く
言
っ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
一
年
ほ
ど
経
ち
、
彼
は
思
っ
た
こ
と

を
語
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。「
あ
の
時
、
あ

ん
な
こ
と
を
感
じ
た
」「
こ
う
思
っ
た
」
な
ど
。 

そ
し
て
友
だ
ち
や
出
会
っ
た
人
の
言
動
に
も

刺
激
さ
れ
、
新
た
な
気
づ
き
を
得
て
い
ま
し

た
。 

三
年
生
に
な
り
、
彼
は
八
〇
年
前
に
失
わ
れ

た
命
に
つ
い
て
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。 

広
島
の
学
び
を
し
た
後
で
す
。 

「

燃
え
る
町 

生
け
る
思
い
も 

消
え
て
い
く
」
と
。 

彼
の
解
説
は
「
町
の
草
花
も
犬
猫
も
生
き
物

た
ち
の
命
や
思
い
が
爆
弾
で
き
え
て
し
ま
う

寂
し
さ
や
命
の
儚
さ
・
・
・
」 

人
の
命
に
限
ら
ず
、
全
て
の
命
に
思
い
を
寄

せ
る
詩
を
作
っ
た
の
で
す
。 

見
た
こ
と
も
、
あ
っ
た
こ
と
も
な
い
命
の
こ

と
を
語
っ
て
い
ま
す
。
知
ら
な
い
け
れ
ど
、
そ

れ
で
も
彼
は
八
〇
年
前
の
世
界
や
心
に
触
れ

よ
う
と
し
、
想
像
し
た
の
で
す
。 

当
時
の
苦
し
み
や
悲
し
み
、
命
が
持
つ
本
来

の
生
き
る
力
を
想
像
し
た
の
で
す
。 

「
想
像
し
、
思
い
を
寄
せ
る
」 

想
像
す
る
力
と
い
う
の
は
自
ら
の
体
験
が
素

で
軸
に
な
る
こ
と
が
多
々
あ
る
と
思
い
ま

す
。
彼
の
素
は
ま
さ
に
グ
レ
ー
ト
ア
ー
ス
で

体
験
し
た
こ
と
で
あ
り
、
出
会
い
だ
っ
た
の

で
す
。 

た
く
さ
ん
の
素
晴
ら
し
い
自
然
と
出
会
い
、

遊
び
、
命
と
出
会
い
、
自
ら
の
全
て
で
そ
れ
を

感
じ
て
き
た
彼
の
心
は
、
大
切
な
も
の
を
み

つ
け
て
い
た
の
で
す
。
彼
の
心
は
大
き
く
そ

し
て
深
く
育
っ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
し

た
。 

誰
か
に
教
え
ら
れ
た
も
の
で
な
く
、
見
聞
き

し
た
だ
け
で
な
く
、
自
分
で
掴
ん
だ
も
の
で

す
。 

だ
か
ら
本
当
の
意
味
で
想
像
で
き
る
の
で

す
。
喜
び
・
感
動
・
悲
し
み
・
苦
し
み
・
・
・

を
。 

「
未
来
へ
」 

そ
の
力
は
未
来
を
創
る
う
え
で
重
要
な
力
だ

と
思
い
ま
す
。
人
の
苦
し
み
悲
し
み
、
喜
び
、

楽
し
み
を
感
じ
る
力
。
物
言
わ
ぬ
命
に
思
い

を
寄
せ
る
力
。 

そ
の
力
が
あ
れ
ば
、
命
を
奪
う
未
来
は
作
ら

な
い
。
命
が
一
番
大
切
に
さ
れ
、
全
う
で
き
る

未
来
が
作
ら
れ
る
と
思
う
の
で
す
。
グ
レ
ー

ト
ア
ー
ス
の
学
び
は
希
望
あ
る
未
来
に
向
か

う
た
め
の
原
動
力
で
す
。 

  

な
ぜ
私
が
そ
こ
ま
で
語
っ
て
し
ま
う
の

か
・
・
・
そ
れ
は
私
自
身
も
二
五
年
前
に
黄
柳

野
高
校
で
野
生
生
物
と
地
球
環
境
（
グ
レ
ー

ト
ア
ー
ス
前
進
活
動
）
で
学
び
、
旅
立
ち
、
今

に
至
り
、
未
来
を
創
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。 

私
自
身
も
グ
レ
ー
ト
ア
ー
ス
の
体
現
者
だ
か

ら
で
す
。 

 
 
 
 
 

池
田
さ
ち
え 

 
 
 
 
 
 
 

二
〇
二
五
年
十
二
月
二
日 

今年度、黄柳野高校は３０周年を迎えました。それを機に記念誌が発行されますが、そこに GEの学びについて寄稿しました。中身は GEの大切な学びを語ってい

ます。ダイナミックな遊びから始まり、命の学びへ繋がる。そして総合探究という毎週の積み重ねが高校生たちにとってどんな学びなのか、書かせていただきま

した、たくさんの方に読んでいただきたいので、ここに掲載いたします。是非、お読みください。 


